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 要  旨 
本研究では、タブレットを両手で把持して使用する状況を想定した、13種類の操作を持つ入力
手法“Taplet”を提案し、その有用性を評価した。 
既存の PC に比べタブレット端末は、座りながらや歩きながらあるいは寝転がりながらといっ
た、より自由な体勢で使用することができる。その際には操作を安定させるために両手で端末を
把持し、両親指で入力面に触れることになるが、指の届かない位置へのタッチが困難であったり、
オクルージョンによる誤入力が起こりうる。人差し指でポインティングするために両手把持状態
を解く場合には安定性が失われるし、端末を持ち替えるための時間がかかってしまう。本研究で
はこれらの問題を解決するために、タブレットを両手で把持したまま使用可能な入力手法 Taplet
の提案と、その評価をおこなった。 
まず、両親指によるタッチ操作を拡張する入力手法として、画面タップ時に発生する音の特徴
を利用したタップ操作“NailTap”とその判別方法を実装し、評価実験によりその有効性を調査
した。その結果、静音環境下においては 98%の精度で通常のタップ操作と区別できることがわか
った。その後、タブレットの画面、前面（ベゼル）、側面、背面に対する入力操作を 13種類提案
し、各操作で発生する加速度と音の特徴でどれだけ互いを区別できるかを調査した。画面へのタ
ッチの有無で他の操作と区別可能な 2 種類の操作を除いた 11 種類の操作に対し、操作時に発生
する加速度と音の入力データを集め、機械学習を用いて正しく分類できた割合を調べたところ、
加速度の特徴を用いた場合にはおよそ 60%の精度で分類でき、音の特徴を用いた場合にはおよそ
91%の精度で分類できるという結果が得られた。 
この結果から、操作時に発生する加速度の特徴を用いて入力の有無を検出し、入力検出後に、
予め集めておいた音の入力データをもとに操作を分類することで、どの操作がおこなわれたか特
定するという判別方法を実装した。この判別方法の有効性を検証したところ、最大 76.5%の精度
で判別できるという結果が得られた。実用に耐えうる精度とは言えないものの、分類に用いる学
習データの選別や、分類をおこなう操作種類の減少、使用者のコンディションを考慮することに
よって、精度の改善が可能であると予想する。 
 
